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３．事後評価結果 

〇評点： 

 

 

 

〇総合評価コメント：  

 

本プロジェクトは、理論データや機械学習を積極的に用いた触媒インフォマティクスの創成を目的と

し、実験と機械学習のサイクルによる触媒探索方法を開発、材料設計の指針を示し、また表面欠陥サイ

トにおける多様な分子の活性化に関するデータ蓄積・理論モデル化手法を手掛けている。 

多くの成果を挙げインパクトの高い雑誌に多数の論文を発表している点、若手研究者の育成も順調に

進めた点で、本プロジェクトは高く評価することができる。 

しかしながら、発見・開発された 4種の新触媒が新手法によって導き出されたとは言い難く、革新的

と述べている新触媒を含め、論文の発表に留まって特許を 1件も出願しなかったことは、成果の真の意

義に信頼性低下を生じさせ、材料研究のプロジェクト運営として適切ではない。 

今後は、本プロジェクトで開発した優れた手法と発見した新触媒を有効に活用し、社会実装に繋げて

いっていただきたい。 
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